
７月28日（水）14：00から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

転ばぬ先の杖 ～身体と頭のリハビリテーション～
　転倒予防の運動と、脳のトレーニングに
ついて、実演を交えて解説します。講師
は、病院の現場で身体機能のリハビリを
提供している国家資格をもつ療法士で
す。家庭でできる体操も紹介しますので、
講座で学び、実践していきましょう！

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
リハビリテーション科
福田 周平
　　　　　理学療法士

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

会場入場（定員10名）を
ご希望される方は、
必ず事前にご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-
　681-5101（代表）

中区万代町２-３-３

JR関内駅・地下鉄
伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分

参加無料参加無料

夏休みのこどもの健康対策！～慌てないための知識とホームケア～
　夏に小児に流行しやすい感染症を紹
介し、「ヘルパンギーナ」「手足口病」「RS
ウイルス」などの初期症状や、自宅ででき
るケアの方法も解説！小児科の担当医が
丁寧に説明しますので、お子さまやお孫
さまのためにも、是非、ご視聴ください。

オンライン医学講座
７月20日（火）15：00～16：00日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

康心会汐見台病院
小児科

生駒 直寛 医師

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

視聴方法は、下のＱＲコードから！

インターネットの動画で講座に無料で
参加できます。受講方法は、当院の
ホームページを
ご覧ください。

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
福
田
周
平
Ｐ
理
学
療
法
士
Ｔ
＝
７

月
28
日
㈬
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
に
よ
る
高
齢
者
に
効

果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
最
近
の
研
究
で
は
、
日
常
生

活
の
中
で
、
電
気
を
消
そ
う
と
し

た
時
や
電
気
コ
ー
ド
を
ま
た
ご
う

と
し
た
時
な
ど
の
【
何
か
に
意
識

を
向
け
な
が
ら
、
複
数
の
こ
と
を

同
時
に
行
な
う
瞬
間
】
に
、
高
齢

者
は
転
倒
し
や
す
い
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
転
倒
予
防
に
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
２
つ
の
課
題
を
同

時
に
行
な
う
能
力
を
鍛
え
る
『
二

重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
で
す
。

歩
き
な
が
ら
簡
単
な
計
算
を
行

な
っ
た
り
、
足
踏
み
を
し
な
が
ら

野
菜
や
果
物
の
名
前
を
答
え
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
足
の
筋
力
を

鍛
え
る
だ
け
で
な
く
、

頭
の
体
操
を
同
時
に

行
な
い
ま
す
」

専
門
病
棟
や
通
所
で

　
「
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
は
、
ふ
れ
あ
い
横

態
が
続
く
と
、
手
足
の
筋
力
が
下

が
り
、
関
節
が
硬
化
し
、
体
力
が

低
下
し
て
、
す
ぐ
に
身
体
機
能
が

衰
え
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

加
齢
に
よ
っ
て
も
低
下
し
ま
す
。

　

早
い
時
期
か
ら
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
仮
に
障
害
が
残
る
よ
う

な
大
病
を
発
症
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
程
度
を
最
小
限
に
食
い
止
め

ら
れ
る
期
待
が
で
き
ま
す
。

浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
『
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』
や
、『
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
＝
中

面
で
紹
介
＝
で
、
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
お
り
ま
す
。
意
外
と
楽
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
の
で
好
評

で
、
地
域
の
ご
高
齢
の
方
が
、
当

院
で
脳
や
身
体
機
能
を
鍛
え
、
充

実
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
」。

■
高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
は
ふ
れ
あ

い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
相
談
を
。

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１

横
浜
市
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分

り
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
実
施

さ
れ
ま
す
。医
師
の
指
示
の
下
で
、

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言

語
聴
覚
士
が
中
心
と
な
り
、
身
体

的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
「
再
び

そ
の
人
ら
し
い
生
活
」
が
送
れ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
た
内
容
が
組
ま

れ
ま
す
。

元
気
な
人
に
も
効
果
的

　

人
間
の
体
は
、
動
か
さ
な
い
状

　
（
福
田
周
平
Ｐ理
学
療
法
士

Ｔ
・
写
真
左
）「
現

代
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

４
人
に
１
人
が
、 

一
年
間
の
う
ち

に
１
回
は
転
倒
し
て
い
る
、
ま
た

は
転
倒
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
い

う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
原
因

に
は
、
筋
力
低
下
・
姿
勢
不
良
・

バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低
下
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

で
は
、
転
倒
防
止
の
た
め
に
、

『
筋
力
を
向
上
さ
せ
て
、
姿
勢
を

改
善
す
れ
ば
大
丈
夫
！
』
と
考
え

れ
ば
い
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
簡

単
に
は
い
か
な
い
の
で
す
」

足
と
頭
の
同
時
体
操

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病

気
・
け
が
に
よ
る
障
害
や
、
身
体

機
能
の
低
下
が
起
き
た
場
合
に

は
、
残
さ
れ
た
能
力
を
可
能
な
限

リ
ハ
ビ
リ
は
、後
遺
症
が
な
く
て
も
今
か
ら
必
要

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
二
重
課
題
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」で
転
倒
予
防
！

〈取材協力〉

康
心
会
汐
見
台
病
院
　
産
婦
人
科

新
進
気
鋭
の
婦
人
科・産
科
医
師
が
診
療
開
始

内
視
鏡
下
手
術
も
積
極
的
に
実
施

内
視
鏡
が
最
大
限
に
活
か
せ
る
婦
人
科
手
術

　

近
年
、
内
視
鏡
を
使
っ
た
手
術
の
普
及
が
、
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
内
視
鏡

の
手
術
で
は
、
従
来
の
開
腹
手
術
に
比
べ
て
、
婦
人
科
に
お
け
る
利
点
は
多
く
、

婦
人
科
疾
患
で
の
腹
腔
鏡
下
手
術
や
、
子
宮
鏡
下
手
術
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
産
婦
人
科
で
は
、
今
春
、
新
し
い
常
勤
医
師
が
２
名
着

任
し
、
診
療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
手
術
治
療
に
長
け
た
丸
田

医
師
と
、
周
産
期
と
腫
瘍
治
療
の
臨
床
経
験
を
も
つ
草
壁
医
師
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
腹
腔
鏡
下
手
術
」
と
は
、
腹

部
に
３
～
５
カ
所
の
小
さ
な
穴

（
0.5
～
1.0
㎝
程
度
）
を
開
け
、
内

視
鏡
を
入
れ
て
行
な
う
手
術
で

す
。
モ
ニ
タ
ー
に
う
つ
し
出
さ
れ

た
画
像
を
見
な
が
ら
、
医
師
が
専

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
産
婦
人

科
に
、
常
勤
医
師
と
し
て
、
丸
田

剛
徳
医
師
と
草
壁
広
大
医
師
が
着

任
し
ま
し
た
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

腹
腔
鏡
下
手
術
を
多
数
経
験

　

丸
田
剛
徳
医
師
は
、
こ
れ
ま
で

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
病
院

や
同
大
学
葛
飾
医
療
セ
ン
タ
ー
、

用
の
器
具
を
用
い
て
、
腫
瘍
な
ど

を
切
除
し
た
り
、
吸
引
あ
る
い
は

焼
灼
、
止
血
、
縫
合
を
行
な
っ
て

い
き
ま
す
。

女
性
に
嬉
し
い
小
さ
な
手
術
痕

同
大
学
附
属
柏
病
院
で
の
臨
床

キ
ャ
リ
ア
を
も
ち
ま
す
。
婦
人
科

腫
瘍
を
専
門
と
し
て
お
り
、
良
性

腫
瘍
か
ら
悪
性
腫
瘍
に
至
る
ま

で
、
集
学
的
治
療
に
携
わ
っ
て
き

た
経
験
を
活
か
し
、
汐
見
台
病
院

で
も
、
腹
腔
鏡
下
手
術
を
は
じ
め

と
す
る
低
侵
襲
な
治
療
に
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

丸
田
医
師
は
、「
当
院
の
診
療

で
は
、
患
者
さ
ま
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
を
考
え
、
低
侵
襲
手
術

を
積
極
的
に
導
入
し
、
身
体
的
・

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
性
腫
瘍

に
対
す
る
手
術
・
化
学
療
法
な
ど

は
、
他
科
と
も
連
携
し
て
進
め
て

い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
お
り
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

周
産
期
医
療
で
も
活
躍

　

草
壁
広
大
医
師
も
、
東
京
慈
恵

会
医
科
大
学
附
属
病
院
で
の
診
療

　

手
術
の
創
部
が
小
さ
い
た
め
、

術
後
の
痛
み
が
軽
度
で
す
む
傾
向

に
あ
り
、入
院
期
間
が
短
い
の
で
、

早
期
に
日
常
生
活
に
復
帰
し
や
す

く
、
ま
た
、
術
後
の
癒
着
が
少
な

い
こ
と
も
、
利
点
と
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
婦
人
科
疾
患
で
は
特

に
有
用
と
さ
れ
、
癒
着
に
よ
る
不

妊
症
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が

で
き
る
上
に
、
開
腹
手
術
に
比
べ

て
手
術
痕
が
目
立
た
な
い
こ
と

も
、
女
性
に
と
っ
て
嬉
し
い
メ

リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
「
子
宮
鏡
」
を
使
っ
た

経
験
を
も
ち
ま
す
。
特
に
同
院
の

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
周
産

期
の
総
合
治
療
の
現
場
に
立
ち
、

さ
ら
に
婦
人
科
腫
瘍
を
得
意
と
す

る
同
大
学
附
属
柏
病
院
を
経
て
、

産
科
と
婦
人
科
の
垣
根
を
越
え
た

幅
広
い
知
見
を
も
つ
医
師
で
す
。

　

草
壁
医
師
は
、「
全
世
代
の
女

性
が
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
よ

う
に
、
産
婦
人
科
の
医
師
を
は
じ

め
、
助
産
師
や
小
児
科
医
、
管
理

栄
養
士
な
ど
を
含
め
た
ス
タ
ッ
フ

一
同
で
、
丁
寧
な
診
療
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
産
科
部
門
で
は
、
外
来

か
ら
入
院
を
通
し
て
、
助
産
師
の

き
め
細
か
い
生
活
指
導
と
体
調
管

理
も
評
判
で
す
。
専
用
の
「
妊
婦

健
診
外
来
」
の
設
置
も
あ
り
、
待

ち
時
間
の
短
縮
を
は
か
る
取
り
組

み
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

手
術
も
あ
り
ま
す
。
膣
を
経
由
し

て
子
宮
内
に
内
視
鏡
を
挿
入
し
、

先
端
の
カ
メ
ラ
画
像
か
ら
病
変
を

確
認
し
、
子
宮
鏡
の
先
端
の
電
気

メ
ス
で
切
除
・
摘
出
を
行
な
う
方

法
で
す
。
こ
れ
は
、
体
を
切
開
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

婦
人
科
疾
患
に
お
い
て
、
腹
腔

鏡
下
手
術
が
可
能
な
疾
患
は
多

く
、
良
性
卵
巣
腫
瘍
、
子
宮
筋
腫
、

子
宮
内
膜
症
、
子
宮
腺
筋
症
、
不

妊
症
、
卵
管
閉
塞
症
、
卵
管
周
囲

癒
着
、
子
宮
外
妊
娠
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
子
宮
鏡
下
手
術
で
は
、
病

変
が
子
宮
の
内
側
に
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
治
療
の
条
件
と
な
り
ま

す
。
子
宮
粘
膜
下
筋
腫
、
子
宮
内

ポ
リ
ー
プ
、
子
宮
腔
内
癒
着
症
な

ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

婦
人
科
疾
患
は
、
患
者
の
世
代

が
幅
広
く
、
比
較
的
若
い
年
齢
層

に
も
多
く
発
症
す
る
の
で
、
整
容

面
で
も
「
女
性
に
優
し
い
手
術
」

と
し
て
、
内
視
鏡
を
用
い
た
治
療

の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

操作鉗子
かんし

操作鉗子
かんし 腹腔鏡腹腔鏡

卵巣卵巣子宮子宮

子宮鏡子宮鏡 卵巣卵巣

子宮子宮

腹腔鏡下手術

子宮鏡下手術

腹腔鏡と子宮鏡を使った手術イメージ

康心会汐見台病院
産婦人科

丸田 剛徳 医師

康心会汐見台病院
産婦人科

草壁 広大 医師

2021年６月

No.59
横浜版健康生活お役立ち新聞健康生活お役立ち新聞

発行所　（有）エフ.アンド.ユアライフ　〒253-0084 茅ヶ崎市円蔵370-20　電話（0467）58-5678 

1



1,000万円～
5,250万円

13万2,000円～
29万7,000円 65歳以上

只今、
個別見学を
受付中！

只今、
個別見学を
受付中！

Lobby
Restaurant

■電車
JR「関内駅」南口または
地下鉄「伊勢佐木長者町駅」２番出口
から徒歩３分

■車
首都高速１号横羽線「横浜公園ＩＣ」
または同３号狩場線「阪東橋ＩＣ」
から３分

見学・資料請求のお申込み

０45-681-2951
受付 ９：００～１8：００

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜
スタジアム

首都高速

横浜公園

JR関内駅

ココ
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

横浜文化
体育館

シニアホテル横浜シニアホテル横浜

アクセス

横浜・関内という立地は、シニアを元気にさせる環境です。
昼の晴れた日には富士山、夜にはみなとみらいの美しい夜景も
見渡すことができ、例年は、夏を彩るお祭りや花火が楽しめるエリアです。

有料老人ホームには、「介護付」「住宅型」「健康型」があり、
いずれも厚生労働省の指針で協力医療機関を設けることが定められています。
特に「介護付」では、協力医療機関への通院介助は、ホームが提供するサービスとされていますが、
多くの老人ホームの本音としては、長時間の人手を必要とし、できれば回避したいというところのようです。
入居者さまにとっても、病院での長い待ち時間は心身ともにつらく、感染症の面でもリスクがあります。
しかし、当施設「介護付有料老人ホーム シニアホテル横浜」なら、階下に地域病院「ふれあい横浜ホスピタル」（医療法人 回生会）
を併設しているため、そうした負担やリスクは一切ありません。
通院が困難な入居者さまには、病院からの訪問診療があり、
入院治療が必要な場合でも、速やかな対応が可能です。

介護付有料老人ホーム 

入居一時金入居一時金 管理費管理費 入居対象入居対象

類型：介護付有料老人ホーム／土地・建物の権利形態：通常借家契約（20年以上の長期賃貸借契約締結済）自動更新条項あり、契約期間2026
年5月30日迄／敷地面積：2385.70㎡／延床面積：有料老人ホーム該当部分5991.30㎡、鉄骨・鉄筋コンクリート造の10階～18階部分およ
び一部1階部分／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／開設日：2006年7月1日／募集：５室（総居室数107室）／入居一時金：
1000万円～5250万円／管理費13万2000円～29万7000円（税込）、※介護認定を受けていない場合は、別途「健康管理費」（月2万
2000円）の負担あり／食費：3万6150円(1日3食30日の場合)、厨房運営費（月）3万2760円／入居資格：65歳以上の自立または要支援・
要介護の認定者／事業主：有限会社湘南ふれあいの園／建物所在地：神奈川県横浜市中区万代町2‒3‒３／広告有効期限：2021年８月31日 

　

○
…
今
春
、
外
科
科
長
と
し

て
着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

大
学
病
院
の
准
教
授
と
し
て
、

胃
・
大
腸
な
ど
の
消
化
器
が
ん

手
術
や
化
学
療
法
に
携
わ
っ

て
き
た
キ
ャ
リ
ア
を
も
ち
ま

す
。
さ
ら
に
こ
の
10
年
間
は
、

若
手
外
科
医
の
指
導
に
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。「
後
進
の

指
導
を
行
な
う
こ
と
は
、
自
分

の
技
術
や
知
識
を
磨
く
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。
術
者
側
に
い

る
だ
け
で
は
、
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
意
外
に
多

く
、
外
科
医
と
し
て
の
視
野
を

広
く
保
ち
続
け
る
た
め
に
、
指

導
役
と
い
う
一
歩
引
い
た
『
助

手
』
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
、
あ
え

て
望
ん
で
き
ま
し
た
」。

　

○
…
山
形
県
に
生
ま
れ
、
漠

然
と
「
人
に
尽
く
す
仕
事
が

し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
少
年

期
。
無
医
村
問
題
は
他
人
ご
と

で
は
な
く
、「
田
舎
で
暮
ら
し

て
い
る
と
、
今
そ
こ
に
あ
る
危

機
と
し
て
、
実
感
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
し
た
」。
そ
う

話
す
の
も
、
自
身
が
高
校
一
年

生
の
時
に
大
病
を
患
っ
た
経

験
が
影
響
し
て
い
ま
す
。「
越

県
し
て
、
隣
の
新
潟
大
学
系
列

の
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
入

学
後
の
健
康
診
断
で
異
常
が

見
つ
か
っ
て
、
高
校
最
初
の
夏

休
み
は
、
ず
っ
と
病
床
生
活
で

ガ
ッ
カ
リ
。
し
か
し
肺
の
手
術

を
受
け
て
、『
外
科
医
っ
て
い

い
な
』
と
思
い
、
今
が
あ
る
の

か
な
と
」。
40
年
以
上
前
に
受

け
た
大
き
な
手
術
痕
は
、
今
で

も
残
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

○
…
手
術
が
メ
イ
ン
の
外
科

の
科
長
と
し
て
、「
手
術
で
は
、

合
併
症
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
。
や
み
く
も

に
手
術
を
す
る
の
で
は
な
く
、

異
な
る
治
療
法
が
あ
れ
ば
、
安

全
性
を
踏
ま
え
て
、
よ
く
考
え

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
最
も
大
切
な
の
は
、
術
後
に

患
者
さ
ま
が
不
利
益
に
な
る

よ
う
な
診
療
は
し
な
い
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
丁
寧
な

手
術
や
、
綿
密
な
準
備
、
手
技

の
研
鑽
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
を

お
ろ
そ
か
に
し
な
い
よ
う
に
、

心
掛
け
て
い
き
ま
す
」
と
実
直

な
言
葉
が
響
き
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
手
術
視
野
を
広
げ
る
た
め

     

さ
ら
に「
助
手
側
」で
学
び
続
け
る

田邉 浩悌 医師
 （たなべ ひろやす）　　　　

康心会汐見台病院
【 外 科 】

日本外科学会 認定外科専門医

腸
の
流
れ
が
せ
き
止
め
ら
れ
る「
腸
閉
塞
」

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
外
科
で
診
断・
治
療

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
外
科
で
は
、
虫
垂
炎
、
胆
石
症
、
肛
門
疾
患
（
痔

疾
、
脱
肛
ほ
か
）、
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
の
消
化
器
疾
患
や
、
表
在
の
外
傷
、
良

性
の
腫
瘤
を
含
め
た
一
般
外
科
疾
患
の
診
断
・
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

腹
腔
鏡
手
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
消
化
器
で
は
、
胆
石
症
、
大
腸
が
ん
、

胃
が
ん
、
イ
レ
ウ
ス
（
腸
閉
塞
）
な
ど
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
レ
ウ
ス
（
腸
閉
塞
）
と
は
、

何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
、
腸
管

が
塞
が
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
腸

の
中
の
食
べ
物
や
消
化
液
な
ど
の

治
療
で
は
、
保
存
治
療
ま
た
は
手

術
治
療
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　

腸
の
血
流
が
悪
く
な
っ
て
い
な

い
場
合
は
、
一
般
的
に
保
存
治
療

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

食
事
や
飲
水
を
中
止
し
て
、
腸

を
安
静
に
し
、
点
滴
で
水
分
・
電

解
質
を
補
給
し
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
チ
ュ
ー
ブ
を
鼻
腔
か
ら
腸

ま
で
挿
入
し
て
、
腸
の
中
の
内
容

物
を
吸
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

腸
管
内
の
圧
力
を
下
げ
ま
す
。

長
期
化
で
腸
管
の
壊
死
も

　

保
存
治
療
を
実
施
し
て
も
症
状

が
改
善
し
な
か
っ
た
り
、
血
行
障

害
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
手

術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

血
行
障
害
が
起
き
て
い
る
と
、

時
間
が
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
腸
管
が
壊
死
し
て
重
篤
化
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
速
や
か

な
手
術
治
療
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
最
近
で
は
、
腹
腔
鏡
に
よ
る

手
術
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

流
れ
が
、
途
中
で
阻
害
さ
れ
て
し

ま
う
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
閉

塞
部
位
よ
り
も
上
部
（
口
側
）
に

消
化
物
が
た
ま
り
、
便
や
ガ
ス
が

腸
内
に
充
満
し
、
腹
痛
や
嘔
吐
と

い
っ
た
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

血
行
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て

　

イ
レ
ウ
ス
は
、
大
き
く
分
け
て

２
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
器
質
的

な
病
変
に
よ
っ
て
、
腸
管
が
閉
塞

し
た
【
機
械
的
イ
レ
ウ
ス
】
と
、

腸
の
蠕ぜ
ん
ど
う動

運
動
が
う
ま
く
機
能
し

な
い
【
機
能
的
イ
レ
ウ
ス
】
で
す
。

　

診
断
は
、腹
部
の
理
学
所
見（
ま

た
は
診
察
）、
Ｘ
線
検
査
、
血
液

検
査
な
ど
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

あ
り
ま
す
。

腹
痛
・
嘔
吐
・
膨
満
は
受
診
を

　

ど
の
タ
イ
プ
の
イ
レ
ウ
ス
で

あ
っ
て
も
、
適
切
な
治
療
を
行
な

え
ば
、
良
好
な
予
後
が
期
待
で
き

ま
す
。
腹
痛
や
嘔
吐
、
腹
部
膨
満

血行障害がある主なイレウス

腸捻転

十二指腸閉塞症

ヘルニア嵌頓

小腸係蹄の
結節形成

索状物
による絞扼

腸重積

かんとん

ねんてん

こうやく

上腸間膜動脈

ヘルニア嚢

拡張

康心会汐見台病院
横浜市磯子区汐見台1‒６‒５
☎０４５-７６１-３５８１

外科担当医の紹介 康心会汐見台病院

■イレウス（腸閉塞）　■ヘルニア　■肛門疾患
■虫垂炎　■胆石症
■大腸がん
■胃がん　■乳がん
■乳腺腫瘍
■急性乳腺炎
■消化管出血
■腹部外傷　　など

科長
  田邉浩悌医師 栗原正輝医師

院長
  赤池信医師

ほか

今春　着任！
今春　着任！

京急本線

磯子駅
横須賀街道

屏風浦駅
汐見台交番前

16

環
状
２
号

P有康心会
汐見台病院

な
ど
の
症
状
が
現
れ
た
際
に
は
、

こ
の
疑
い
が
あ
る
の
で
、
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
イ
レ
ウ
ス
の

手
術
を
行
な
っ
て
い
る
病
院
な

ら
、
さ
ら
に
安
心
で
し
ょ
う
。

汐
見
台
病
院
で
手
術
を
実
施

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
外
科
で

は
、
イ
レ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

消
化
器
疾
患
や
、
表
在
の
外
傷
、

良
性
腫
瘤
な
ど
の
一
般
外
科
疾
患

を
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春（
２
０
２
１
年
４
月
）

か
ら
、
新
し
く
科
長
に
田
邉
浩
悌

医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」

で
紹
介
＝
が
就
任
し
、
赤
池
信
院

長
、
栗
原
正
輝
医
師
ら
の
常
勤
医

師
４
名
、
非
常
勤
医
師
９
名
の
体

制
で
、
救
急
手
術
を
含
め
た
外
科

診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
邉
浩
悌
医
師
は
、「
イ
レ
ウ

ス
は
、
急
速
に
悪
化
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
体
調
が
良
く
な
い
、

ま
た
は
、
い
つ
も
と
体
の
調
子
が

違
う
こ
と
が
続
い
て
い
る
、
と

い
っ
た
程
度
で
も
、
当
院
へ
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

〈
取
材
協
力
〉

康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

2



保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

〒244-0806  神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

☎045-821-0115 入試事務室

東戸塚キャンパス

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚キャンパス

石
川
町
駅

元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomatiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

2022年４月
開設予定

      New Campus       New Campus       �      �2022202220222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

看護学科（一部）
         で使用予定

所在地：神奈川県横浜市
            中区山手町27

JR石川町駅から徒歩８分 または
みなとみらい線元町・中華街駅から徒歩12分

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催二学部［保健医療学部、薬学部］同時開催

８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00
８月28日土10：00～15：00 
11月20日土14：00～16：00

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

６月26日土10：00～15：00 
８月６日金10：00～15：00
８月７日土10：00～15：00 

～17病院＋51保健福祉施設がサポート～

湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

６月２６日（土）
10：00～15：00

東戸塚キャンパス

Coming Soon!Coming Soon!オープンキャンパ
ス

日時

会場
薬学部
塩田 清二教授

担当科目
「解剖学」「生理学」ほか
研究分野
解剖学、組織細胞学

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

「ドライ症候群」（乾燥症）ではPACAPが重要である
ことを私たちは発見しました。この物質は、ドライアイ
や口腔内乾燥症、皮膚乾燥症などの予防や治療に役立つ
可能性があり、これを克服するための創薬を考えています。
国内だけでも数千万人もの患者さまがいる病気の治療
や予防の研究に興味はありませんか？

薬学部
東山 公男教授

担当科目
「有機化学」「有機化学実習」ほか
研究分野
医薬品化学、有機合成化学

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

「がん」の痛み（癌性疼痛）は、耐えがたいほ
どの強いものとして知られ、モルヒネなどの
鎮痛薬が使われますが、時として副作用が問
題となります。そこで当研究室では、モルヒネ
のように強力な鎮痛作用を有しながら、副作
用のない新しい鎮痛薬の開発を目指していま
す。一緒に、新薬の開発を行ないましょう！

薬学部
栗原 正明教授

担当科目
「創薬化学」「化学系実習」ほか
研究分野
有機化学、有機合成化学、創薬化学、計算機化学

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

コンピューターを用いて、薬の分子設計（ドラッグ
デザイン）を行ない、合成することで、新しい薬を作
る研究を行なっています。抗腫瘍薬、骨粗鬆症治療
薬などの研究について、薬を“デザインする”分野
を皆さんと共に広げていきたいです。

ドライ症候群の
予防・治療法の開発

機能形態・
　病理学研究室

副作用のない
新しい鎮痛薬の開発

薬品製造
　　化学研究室

薬の分子設計による
新薬の研究

薬化学研究室

薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）
薬学部 教授の紹介
　　　　　　（一部）

CH３

OHHO
H

H

H N

H
O

モルヒネ

ドライアイ状態

ノックアウトマ
ウスによる実験

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
こ
ま
め
な
消
毒
で
安
心
感
を

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
充
実
感
」
は
通
所
選
び
の
ポ
イ
ン
ト

お
り
ま
す
。

　

当
院
の
充
実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
と

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、

心
も
体
も
よ
り
健
康
に
、
そ
し
て

生
き
が
い
を
も
っ
て
お
過
ご
し
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
」

感
染
対
策
の
徹
底
化

　
「
昨
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
変
異
株
の

流
行
も
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、感
染
対
策
を
万
全
に
行
な
い
、

現
在
（
２
０
２
１
年
５
月
）
の
と

こ
ろ
、
利
用
者
さ
ま
お
よ
び
担
当

ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
感
染
者
は
確
認

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
楽
し
く
安

心
の
お
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ

く
た
め
に
、
院
内
で
は
、
消
毒
な

ど
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

　

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
希
望
に

よ
っ
て
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
」

合
唱
会
や
転
倒
予
防
体
操
も

　
「
ご
利
用
時
間
は
、
10
時
か
ら

16
時
で
す
。身
体
機
能
の
訓
練（
個

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）
だ
け

で
な
く
、
み
ん
な
で
一
緒
に
行
な

う
体
操
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
楽
し
い
内
容
も
織
り
込
ん

で
い
ま
す
。
誕
生
日
会
や
季
節
行

事
、
合
唱
会
な
ど
、
年
間
を
通
し

て
『
通
う
の
が
楽
し
い
』『
生
き

生
き
と
元
気
に
な
る
』
と
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
快
適
な
時
間

を
提
供
す
る
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ

一
同
で
、
日
々
、
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
最
近
で
は
、
理
学
療
法
士

（
リ
ハ
ビ
リ
の
国
家
資
格
保
有
者
）

が
転
倒
予
防
に
重
点
を
お
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
、
利
用
者
さ
ま
お
一

人
お
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
組
ん
で

ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し
、
効
果
的
な

内
容
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
は
、
ご
自
身
で
の

ご
来
院
が
困
難
な
方
が
ほ
と
ん
ど

で
す
の
で
、
当
院
で
は
、
ご
自
宅

と
の
間
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。
送
迎
範
囲
は

中
区
が
中
心
で
す
が
、
個
別
の
対

応
も
可
能
で
す
の
で
、
ご
遠
慮
な

　
（
担
当
ス
タ
ッ
フ
）「
ふ
れ
あ
い

横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
『
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
で
は
、
要
介

護
１
～
５
、
も
し
く
は
要
支
援
１

～
２
の
認
定
を
受
け
た
方
に
、
心

身
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
す
る

リ
ハ
ビ
リ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

週
１
～
４
日
の
頻
度
で
通
わ
れ
る

利
用
者
さ
ま
に
対
し
、
多
彩
な
プ

　

地
域
病
院
・
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、
日
帰
り
で
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け

ら
れ
る
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。
同
院
の
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
り
、
介
護
職

員
が
集
団
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
。

　

昼
食
で
は
、
見
た
目
も
楽
し
め

る
栄
養
が
整
え
ら
れ
た
メ
ニ
ュ
ー

を
出
す
施
設
も
あ
り
、
外
食
気
分

で
食
事
を
味
わ
え
る
楽
し
み
も
あ

り
ま
す
。

　

各
施
設
で
は
、「
楽
し
さ
」や「
安

心
感
」
を
充
実
さ
せ
て
、
高
齢
者

の
利
用
を
迎
え
て
い
ま
す
。
通
い

で
施
設
を
利
用
す
る
際
に
は
、
自

分
に
合
っ
た
内
容
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
が
、

多
く
の
施
設
で
は
、
通
っ
て
く
る

利
用
者
に
、
時
間
内
に
よ
り
楽
し

ん
で
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

時
間
内
に
は
、
国
家
資
格
を
も

つ
キ
ャ
リ
ア
あ
る
理
学
療
法
士

が
、
利
用
者
の
状
態
に
そ
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

ら
、
日
中
は
専
門
の
施
設
に
通

い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食

事
、
入
浴
な
ど
を
受
け
ま
す
。

　

病
院
や
介
護
老
人
保
健
施
設
な

ど
で
提
供
さ
れ
て
い
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。

外
食
気
分
で
通
う
人
も

　

こ
こ
で
は
、運
動
機
能
の
維
持
・

　
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、「
デ
イ
ケ
ア
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
普
段
は
自
宅
で
生
活
し
な
が

お問合せ ☎０４５ｰ６８１ー ５１０１（中区万代町2-3-3）

8：50
〜   

9：50

10：00
10：40

自宅にお迎え

11：50
12：00 ● 昼食 

15：00
15：40

● レクリエーション
● おやつ 

16：10 自宅にお送り

13：00
13：50
14：10
14：40

● 歌（歌集）
● カラオケ

● 健康チェック（体温・血圧など）
● 体操・リハビリテーション
● 口腔体操

● 体操

● 口腔ケア・体操

一日の主なスケジュール

理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
に
よ
る

個
別
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

ふれあい横浜ホスピタル
通所リハビリテーション

飛沫防止対策（左）や消毒（右）を徹底

3



アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-
　586-1717（代表）

鶴見区東寺尾4-4-22

新子安駅から
無料シャトル
バスで約5分

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

岸谷

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

バス停

JR

1

7月２7日（火）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

そのいびきが危ない！睡眠時無呼吸症候群～合併症を
　     引き起こさないために～

　家族の大きないびきが聞こえることはあ
りませんか？無呼吸になっていたら、大変で
す。今回は、呼吸器を専門とする医師が、
「睡眠時無呼吸症候群」を解説します。臨
床工学技士が「呼吸が苦しい時に役立つ
機器」も紹介しますので、是非ご参加を！

会場入場（定員20名）を
ご希望される方は、
お電話でご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
呼吸器内科

大貫 恭正 医師

みんなですっきり肩こり改善体操
　多くの方が抱えている「肩こり」。この
お悩みを解消するために、効果的な体
操を紹介！当院でリハビリテーションを担
当している専門スタッフが、自宅で簡単に
できる「肩こり体操」をわかりやすく解説
いたします。是非、ご視聴ください。

Web医学講座
７月27日（火）から公 開

会 場 ふれあい東戸塚ホスピタルのHP上で視聴
ホームページ

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル
リハビリテーション科
伊藤 雅泰
             理学療法士

公開日以降に動画をご覧ください

　　　　　　Web医学講座とは、
　　　　　   当院のホームページに
              　 アップされた動画を
無料でご覧いただく講座です。
是非、お気軽に
ご視聴ください。

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

ＱＲコードから楽々ホームページへ！

無料公開無料公開

痛
み
の
専
門
診
療
科「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

悩
ん
で
い
る
そ
の「
痛
み
」は
、当
院
で
解
決
を

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
担
当
　
川
﨑 

潤 

医
師

を
消
し
た
状
態
が
長
時
間
維
持
す

る
必
要
は
な
く
、
持
続
す
る
痛
み

を
中
断
し
て
『
痛
み
の
小
休
止
』

と
な
れ
ば
、
目
的
を
達
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
ど
の
よ
う
な
痛

み
で
も
、
少
し
で
も
苦
痛
を
軽
く

し
て
、
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し

た
い
時
に
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
受
診
す
れ
ば
い
い
の
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
痛
み
を
抱
え
続
け
て

い
て
、長
く
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
当
院
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
受
診
を
お
考
え
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
悩

み
に
寄
り
添
っ
て
、
し
っ
か
り
と

診
療
い
た
し
ま
す
」。

が
ら
も
、
思
う
よ
う
に
解
決
で
き

て
い
な
い
方
な
ど
も
、
受
診
対
象

に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

行
な
わ
れ
る
治
療
内
容
に
つ
い

て
、
代
表
的
な
も
の
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
例
え
ば
、
強
い
痛
み
が
一
カ

月
以
上
続
い
て
い
て
、
神
経
の
変

性
や
中
枢
神
経
が
痛
み
を
覚
え
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
（
中
枢
神
経

の
感
作
）
状
態
に
対
し
て
は
、
痛

み
を
瞬
時
に
取
り
除
く
治
療
で
あ

る
【
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
】
を
実
施
し

ま
す
。

　

こ
の
治
療
は
、
体
が
痛
い
と
い

う
認
識
を
忘
れ
る
た
め
に
、
痛
み

　

︱
︱
︱
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
が
受
診
さ
れ

る
の
で
す
か
？

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
Ｈホ
ス
ピ
タ
ル

Ｐ
）

の
痛
み
を
専
門
的
に
診
る
診
療
科

『
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
』で
は
、【
帯

状
疱
疹
の
後
の
痛
み
が
長
期
間
お

さ
ま
ら
な
い
】【
整
形
外
科
を
受

診
し
た
が
、
腰
痛
・
肩
痛
な
ど
が

改
善
さ
れ
な
い
】
と
い
っ
た
方
が

受
診
さ
れ
ま
す
。

　

体
の
「
痛
み
」
を
う
っ
た
え
な

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
Ｈホ
ス
ピ
タ
ル

Ｐ
で
は
、
痛
み
を
専
門
的
に

診
療
す
る
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
毎
週
金
曜

日
の
午
後
に
開
設
し
て
い
ま
す
。
担
当
の
川
﨑
潤

医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。〈
取
材
協
力
・
同
院
〉

抱
え
る
「
痛
み
」
は
全
て
対
象

　
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」は
、「
内

科
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
診
療

科
目
の
名
前
で
す
。「
痛
み
」
を

専
門
的
に
診
断
し
、「
交
感
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
」
な
ど
の
注
射
療
法
が

中
心
と
な
っ
て
、
痛
み
の
悪
循
環

を
な
く
し
て
平
穏
な
日
常
を
送
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
治
療
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
痛
み
を
と
も
な
う
全

て
の
疾
患
の
ほ
か
、
本
来
の
「
痛

み
の
機
能
」
に
由
来
す
る
痛
み
、

病
的
な
痛
み
、
心
情
と
密
接
に
関

係
す
る
痛
み
な
ど
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
長
く
続
く
と
、
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
感

神
経
の
緊
張
が
強
く
な
っ
て
、
多

く
の
部
位
で
血
液
の
循
環
障
害
を

起
こ
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
新
た

な
発
痛
物
質
が
出
現
し
、
元
々

あ
っ
た
痛
み
が
さ
ら
に
強
く
な
っ

た
り
、
他
の
部
位
に
新
し
い
痛
み

が
出
た
り
し
て
、
次
々
と
ス
ト
レ

ス
が
重
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
痛
み
の
ス
ト
レ

ス
の
蓄
積
は
、
悪
循
環
を
引
き
起

こ
し
、
時
に
は
生
活
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
痛
み
が

長
く
続
く
と
、
日
常
が
つ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
痛
み
」
と
い
う
感
覚
は
、
人

間
が
健
康
に
生
活
し
て
い
く
上

で
、
と
て
も
重
要
な
信
号
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
信
号
に
よ
っ
て
痛

み
の
原
因
を
究
明
し
た
後
に
は
、

次
第
に
痛
み
は
、
有
害
な
ス
ト
レ

ス
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
悪
循
環

　

人
間
は
こ
の
「
痛
み
」
に
よ
る

ふれあい鶴見ホスピタル
ペインクリニック
川﨑 潤 医師

ふれあい
鶴見ホスピタル

鶴見区東寺尾4‒4‒22
☎０４５（586）1717

　金曜日・午後
　　【診察時間】
 14：00～17：00
● 帯状疱疹後の痛み
● 腰痛　● 肩痛　など

ペインクリニック
予約制

今
の
時
期
に
健
康
診
断
が
多
い
訳

一
般
か
ら
職
場
健
診
、社
会
保
険
健
診
、オ
プ
シ
ョ
ン
も

健
診
は
種
類
豊
富
な「
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」で
！

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

へ
行
き
、
指
示
に
従
っ
て
診
察
や

検
査
（
身
体
測
定
・
視
力
・
血
圧
・

聴
力
・
胸
部
Ｘ
線
＝
上
写
真
・
イ

メ
ー
ジ
＝
な
ど
、
コ
ー
ス
に
そ
っ

た
内
容
）
を
受
け
、
40
分
～
１
時

間
程
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

結
果
は
お
よ
そ
一
週
間
で
判
明

し
、
医
師
か
ら
総
合
的
な
説
明
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
異
常
が
あ
っ
た

場
合
は
、
同
院
（
あ
る
い
は
必
要

に
応
じ
て
他
院
）
の
専
門
外
来
の

紹
介
状
が
出
る
の
で
、
保
険
証
を

持
参
し
て
、
同
院
で
結
果
を
受
け

取
り
ま
す
。

康
診
断
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
診

断
に
関
し
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
心

エ
コ
ー
、
腹
部
エ
コ
ー
、
動
脈
硬

化
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
）、Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
）

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
検
査
も

受
け
ら
れ
ま
す
（
別
途
、
料
金
が

か
か
り
ま
す
）。

お
よ
そ
１
時
間
で
受
け
ら
れ
る

　

受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

電
話
（
☎︎
０
４
５
・
８
２
７
・
２
６

３
７
／
㈰
㈷
除
く
９
時
～
16
時
30

分
）
を
し
て
か
ら
、
当
日
、
同
院

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

に
は
、
多
く
の
健
康
診
断
の
種
類

が
そ
ろ
っ
て
お
り
、「
国
民
健
康

保
険
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
」「
社
会
保
険
特
定

健
康
診
査
」
の
ほ
か
、
横
浜
市
の

「
が
ん
検
診
」
や
、
一
般
向
け
の

「
健
康
診
断
」、事
業
所
向
け
の「
社

員
定
期
健
康
診
断
」「
採
用
時
健

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、「
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
・
後
期
高

齢
者
健
診
」「
社
会
保
険
特
定
健
診
」、
横
浜
市
の
「
が
ん
検
診
」、
事
業
所
向
け

の
「
社
員
定
期
健
診
」「
採
用
時
健
診
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
が
出
た
ら
、

ま
ず
は
、
過
去
の
受
診
結
果
と
比

較
し
、
数
値
の
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
高
血
圧
・

脂
質
異
常
・
高
血
糖
な
ど
の
動
脈

硬
化
の
リ
ス
ク
が
あ
る
も
の
に

は
、
要
注
意
で
す
。

　

そ
し
て
、
異
常
の
有
無
だ
け
で

は
な
く
、受
け
た
検
査
に
よ
っ
て
、

ど
の
部
分
の
状
態
が
わ
か
る
の
か

を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
検
査
数
値
が
変
化
し

た
原
因
に
つ
い
て
、
日
頃
の
生
活

を
振
り
返
る
こ
と
や
、
異
常
値
に

近
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
リ
ス
ク
が
迫
っ
て
い
る
か
な
ど

を
調
べ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
用
紙
に
、
過

去
の
デ
ー
タ
と
比
較
で
き
る
よ
う

に
、
以
前
の
受
診
内
容
や
数
値
が

経
過
と
し
て
連
続
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
医
療
機
関
や
、
同
じ
と
こ
ろ
で

定
期
的
に
受
診
す
る
と
、
よ
り
健

康
意
識
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
で
、

検
査
の
数
値
が
比
較
し
や
す
く
な

り
、
体
の
変
化
を
読
み
取
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

基
準
値
を
外
れ
る
数
値
が
出
た

場
合
は
、
健
康
状
態
に
異
常
が
出

て
い
る
警
告
サ
イ
ン
に
な
り
ま

す
。
検
査
結
果
を
参
考
に
し
て
、

日
頃
の
生
活
を
振
り
返
り
、
生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
健
康

診
断
の
受
診
は
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

と
い
え
ま
す
。

結
果
用
紙
を
も
ら
っ
た
ら

が
で
き
る
機
会
と
な
る
の
で
、
健

康
診
断
に
適
し
た
季
節
で
す
。

　

恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
生
活
習
慣

病
の
多
く
は
、
発
症
初
期
や
予
備

群
の
段
階
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚

症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

毎
年
、
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
時
期

　

新
年
度
か
ら
の
新
し
い
環
境
に

慣
れ
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
き
て
い

る
の
が
今
の
時
期
。
体
調
管
理
を

進
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
時

期
に
健
康
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

は
、
蓄
積
し
た
疲
れ
を
認
識
し
た

り
、
体
の
異
常
を
と
ら
え
る
こ
と

　

春
が
過
ぎ
て
、
あ
る
程
度
落
ち
着
い
た
生
活
に
な
っ
て
き
た
今
の
時
期
に
、
多

く
の
企
業
が
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
時
期
の
健
康
診
断
は
理
に
か
な
っ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
毎
年
同
じ
時
期
に
受
診
す
る
こ
と
も
、
大
事
な
こ
と
で
す
。

受診の流れ
  …予約制？保険

は？

検査の項目
  …一般的なもの

でいい？

　   調べたい
検査は？

結果の受取り
  …郵送？医師へ質

問は？

検査結果の見
方

  …異常があった場
合は？

　   病院への
受診は？

など

健康管理も仕事のうち！
有意義な健康診断にしましょう。

今の時
期が

GOOD！

健康診断の
  タイミング

健
診
結
果
の
受
取
り

保
険
証
の
持
参
を
！

健
診
日
に

来
院

お
よ
そ

１
週
間

受診時間
概ね40分～１時間
（コースによって異なる）

電
話
で
予
約

０
４
５（
８
２
７
）２
６
３
７

受
付
に
書
類
等
を

提
出

検
査・診
察

お
支
払
い

現
金
の
ほ
か
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可

（

（

東戸塚駅

湘南医療
大学

西口

横浜新道ココ

ふれあい東戸塚ホスピタル　健康診断の受診手順横浜市戸塚区上品濃16-8
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